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(2) 授業の見直しと質的改善を図るための手立て 

 では、日々の授業を「主体的・対話的で深い学び」の視点から質的に改善していくためには、具体

的にどのようにすればよいのでしょうか。 

今回の改訂に際し、『中学校学習指導要領解説数学編』（平成 29年６月）には、「主体的・対話的で

深い学び」の実現を目指した授業改善について、「単元など内容や時間のまとまりを見通して、その中

で育む資質・能力の育成に向けて、数学的活動を通して、生徒の主体的・対話的で深い学びの実現を

図るようにすること。その際、数学的な見方・考え方を働かせながら、日常の事象や社会の事象を数

理的に捉え、数学の問題を見いだし、問題を自立的、協働的に解決し、学習の過程を振り返り、概念

を形成するなどの学習の充実を図ること」(1)とあり、数学的活動を通して、「主体的・対話的で深い学

び」の実現を図ることが示されています。つまり、「主体的・対話的で深い学び」の視点から授業の質

的改善を図るには、数学的活動をより一層充実させなければいけないと述べられていることになりま

す。『幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善及び必要な方策等

について（答申）』には、「主体的・対話的で深い学び」について、「形式的に対話型を取り入れた授業

や特定の指導の型を目指した技術の改善にとどまるものではなく、子供たちそれぞれの興味や関心を

基に、一人一人の個性に応じた多様で質の高い学びを引き出すことを意図するものであり、さらに、

それを通してどのような資質・能力を育むかという観点から、学習の在り方そのものの問い直しを目

指すものである。」(2)と示されています。すなわち、日々着実に行われてきたこれまでの授業を否定す

るということではなく、これまで以上に質的に高めていくことが求められているということです。 

これらのことから、新学習指導要領で言われている「主体的・対話的で深い学び」の視点からの授

業改善とは、数学的活動として無自覚に行ってきた授業（よいと思われる手立てや自然と成果につな

がっていた手立てを取り入れていた授業）を自覚して授業の改善をすることだと考えます。例えるな

らば、同じ学年に複数の学級があり、その中のいくつかの学級の指導を行うのであれば、同じ内容で

あっても学級の様子や生徒の実態に合わせて異なった授業計画を立てられ、その時々に応じた指導を

行ってこられたはずです。つまり、「どのような生徒の実態だからどのような手立てを取っているか、

取っていくか」を明確にして授業に臨むことと捉えられるのではないでしょうか。 

以上を踏まえ、本研究委員会では、先生方が、生徒の実態と自身の授業の実態を十分に把握した上

で、授業の質的改善を図ることが大切だと考えます。生徒の実態は、学校、学年、学級、時期によっ

ても違いますし、先生方の指導も同様に違っていると考えるからです。目の前の生徒の実態は、先生

方の日常の授業の結果であるという考えの下、授業改善の手順を図１のように考えました。 

図１ 授業改善の手順 

段  階 

 単元で身に付けたい資質・能力を明らかにする。 

 生徒の実態を「主体的・対話的で深い学び」の視点から捉える。 

 教師の課題を「主体的・対話的で深い学び」の視点から捉える。 

 授業で取り入れる手立てや意識することを考える。 

 

 

 授業で取り入れた手立てについて振り返る。 

 手立てを取り入れた授業実践 
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実際に本研究委員会では、授業改善の手順①②③④に従って、図２に示すプロセスで授業の質的改

善を図っていくことにしました。通常の授業においてこのプロセスを繰り返すことで、授業が徐々に

改善され、資質・能力の育成につながっていくと考えました。 

 

 

 学習指導要領から本単元及び本時で生徒に身に付けさせたい資質・能

力を明らかにする。 

 

 

 

 （ア） 「授業チェック表」を用いて、６つの場面から、授業改善を図る場

面を焦点化する。 

 

（イ） 焦点化した場面における生徒の実態を把握する。 

（日常の授業の様子及びワークシートやノートなどの記述、研究授業、授業研究会、 

授業記録〔ビデオ等〕、意識調査、学習状況調査の結果など） 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

  

 

 

「手立て一覧表（具体例）」を参考にしながら、生徒の実態、教師の課題か

ら、授業で取り入れる手立てを考える。 

 

  

 

授業で取り入れた手立てについて、「授業チェック表」と「手立て一覧表

（具体例）」を基に振り返る。 

 

図２ 授業改善のプロセス 

 

本研究では、「授業チェック表」と「手立て一覧（具体例）」を作成するに当たって、それぞれの段

階に応じた数学的活動を充実させるために、「主体的・対話的で深い学び」の視点を基に手立てを考

え、次頁図３のように整理しました。 

 

 

 

 

 

 

 

生徒の実態から、その要因となる教師の課題を把握する。 
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段
階 

授業に位置付ける 
主な数学的活動 

「主体的・対話的で深い学び」の視点からの手立て（具体例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【数学的活動】ア 

成り立つ事柄を予想

する活動 

【数学的活動】イ 

観察、操作などの具

体的な活動 

【数学的活動】ウ 

自分の考えを人に伝

える活動・人の考え

を理解する活動 

練

り

合

う 

つ

か

む 

見

通

す 

ア① 生徒の気付きや疑問を取り上げ、「めあて」を設定する。 

ア② 「めあて」については，何ができるようになればよいのか、何をど

のように考えればよいのか、生徒が具体的にイメージできるように設

定する。 

ア③ 問題把握のために、分かっていること、分からないことなど必要な

情報を整理させる。 

ア④ これまで学習した内容の中から、何が利用できそうかを予想させ

る。 

ア⑤ 課題を解決する方法を予想させる。 

ア⑥ 気付きや疑問に対して、問い返しを行いながら学習内容を関連付け

る。 

ア⑦ 直感的に推論させ、およその答えを予想させる。 

イ① 具体的な観察や操作、実験などの活動を取り入れる。 

イ② 楽しいだけの活動とならないように、活動の目的を明確にする。 

イ③ 活動を通して分かったことから、予想したことが正しいかどうかを

判断させる。 

イ④ 生徒の反応に対して意図的に問い返しを行い、既習の学習内容と関

連付ける。 

イ⑤ これまで学習した内容を基に、課題に応じて、帰納的、類推的、演繹

的に考えさせる。 

イ⑥ 予想した事柄を基に考えさせる。 

イ⑦ いろいろな解決方法を考えさせる。 

ウ① ペアやグループ活動で、自分の考えをもって説明させる。 

ウ② 解決した答えが、正しいかどうかを確認させる。 

ウ③ 話し合う目的や必然性をもたせる。 

ウ④ 言葉や数、式、図、表、グラフなどの数学的な表現を用いて説明させ

る。 

ウ⑤ 言葉や数、式などを関連付け、簡潔・明瞭・的確に説明させる。 

ウ⑥ 自分の考えを持たせた上で、ペアやグループで活動する時間を設定

する。  

ウ⑦ 数学的な表現を用いて説明することができるように、具体例を示す。 

ウ⑧ 他者の説明で分かりやすい説明は、自分の説明に書き加えさせる。 

ウ⑨ 他者の考えと自分の考えを比較して、同じ考えや違う考えを確認さ

せる。 

★① 身に付けさせたい資質・能力を明確して、課題を設定する。 

★② 興味・関心を喚起するような日常生活と結び付けた題材を取り上げ

た課題を設定する。 

★③ 理想化したり、単純化したり、抽象化したりして解決できるような課

題を設定する。 

★④ 「なぜ？」と思わせるような課題提示の工夫を行う。 

★⑤ 協働して解決に取り組むことができるような課題を設定する。 

★⑥ これまで学習したことを基に、統合的・発展的に考えることができる

ような課題を設定する。  

★授業で必要となる

前時までの学習内容

を復習したり、本時

の課題を知ったりす

る活動 
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段
階 

授業に位置付ける 
主な数学的活動 

「主体的・対話的で深い学び」の視点からの手立て（具体例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ 授業の各段階における手立て一覧 

 

そして、作成したものが次頁資料１「授業チェック表」と次頁資料２「手立て一覧表（具体例）」

です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エ① 類似した学習内容に対して、共通する性質を考えさせる。 

エ② これまで学習した内容と新たに学習した内容の共通点を考えさせ

る。 

エ③ 本質を変えずに、課題の条件を変えたり、仮定を変えたりして考えさ

せる。 

エ④ 課題の解決を振り返り、他に分かることがないかを考えさせる。 

エ⑤ 違う法則を見付けさせる。 

エ⑥ 新たな視点から考えさせる。 

オ① 学習を通して分かったことをまとめる時間を確保する。 

オ② まとめの書き方を説明したり、具体例を示したりして書かせる。 

オ③ 学習内容のキーワードを使って、生徒一人一人にまとめを書かせる。 

オ④ これまでの学習内容を基に、新たな課題を考えさせる。 

オ⑤ 学習した内容が日常生活や社会で役立っていることなどの数学の有

用性を実感させる。 

オ⑥ 数学を学ぶ楽しさ、面白さを実感させる。 

オ⑦ 学習内容のまとめや振り返りを行い、次の学びにつながる疑問や課

題が生まれるようにする。 

【数学的活動】エ 

統合的・発展的に考

える活動 

深

め

る 

【数学的活動】オ 

自分が行った活動を

振り返る活動 

ま

と

め

る 
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「授業チェック表」はこちらをクリック⇒クリック 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「手立て一覧表（具体例）」はこちらをクリック⇒クリック 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料１ 授業チェック表 

 

資料２ 手立て一覧表（具体例） 

 

http://10.240.50.35/%7Ekenkyu/h29/01_syo_chu_kakukyouka/07_tyu_suugaku/documents/2zyugyoutyekku.pdf
http://10.240.50.35/%7Ekenkyu/h29/01_syo_chu_kakukyouka/07_tyu_suugaku/documents/tedateitirannhyou.pdf
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    先生方が、「授業チェック表」と「手立て一覧表（具体例）」を用いて授業改善に取り組む授業

改善のプロセスにおける手順①から手順④までの流れを紹介します。 

  

授業改善のプロセスにおける  

 

 

 

 

（ア） 「授業チェック表」を用いて、授業改善を図る場面を焦点化する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「授業チェック表」を用いて、今日の授業の６つの場面についてできていることにチェ

ック（■）をしてみよう。チェック（■）ができない場面があったら、その場面から授

業改善に取り組もう。一度にたくさんのことに取り組むのではなく、段階的に取り組ん

でいくことにしよう。 

 

主につかむ段階では、★授

業で必要となる前時までの

学習内容を復習したり、本

時の課題を知ったりする活

動では、興味・関心をもたせ

たり、既習事項と関連付け

ることが今日の授業ではで

きていたから２つチェック

（■）しよう。 

【ウ 自分の考えを人に伝

える活動・人の考えを理解

する活動】では、個人で考え

る時間を取り、自分の考え

をしっかり持たせてからグ

ループ活動を行うことがで

きたから、１つ目にチェッ

ク（■）しよう。ただ、生徒

は数学的な表現を用いてい

たかな？ 気になるから、

この活動から授業改善を図

っていこう。 

http://1.bp.blogspot.com/-ZqQQsOyX8Xc/VD3SYol2_aI/AAAAAAAAoTM/DFXLZg14l7E/s800/school_print_kubaru.png
http://1.bp.blogspot.com/-ZqQQsOyX8Xc/VD3SYol2_aI/AAAAAAAAoTM/DFXLZg14l7E/s800/school_print_kubaru.png
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生徒の実態から、教師の課題を把握する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「手立て一覧表（具体例）」を参考にしながら、生徒の実態、教師の課題から、授業で取り入れる手立てを

考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ウ 自分の考えを人に伝える活動・人の考えを理解する活動】について、「手

立て一覧表（具体例）」を参考にしながら手立てを考えよう。左側にチェックが

できるようになっているから、上段の３つの□にチェック（■）し、【手立て】

の中でできているものには〇を付けよう。 

【ウ 自分の考えを人に伝える活動・

人の考えを理解する活動】の【手立て】

のなかでも〇がつかず、空欄になって

いるものがあるな。   のウ④「言

葉や数、式、図、表、グラフなどの数

学的な表現を用いて説明させる」、ウ⑦

「数学的な表現を用いて説明すること

ができるように、具体例を示す」は空

欄で、取り組んでいないな。何のため

に話し合っているのかはっきりさせ、

生徒にどのような表現を用いるとよい

か、例を示すことが大切だな。 

これまでは、個人で考える時間を確保した後に、生徒たちにグループで

説明する活動をさせると、生徒たちは必要な説明を始めると思っていた

けど、そうじゃなかったみたいだな。生徒たちに何をどう用いて説明す

るのか示すと、説明し合う活動に取り組む生徒の様子が違うみたいだ。 

http://1.bp.blogspot.com/-ZqQQsOyX8Xc/VD3SYol2_aI/AAAAAAAAoTM/DFXLZg14l7E/s800/school_print_kubaru.png
http://1.bp.blogspot.com/-ZqQQsOyX8Xc/VD3SYol2_aI/AAAAAAAAoTM/DFXLZg14l7E/s800/school_print_kubaru.png
http://1.bp.blogspot.com/-ZqQQsOyX8Xc/VD3SYol2_aI/AAAAAAAAoTM/DFXLZg14l7E/s800/school_print_kubaru.png
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              手立てを取り入れた授業実践 

 

 

     

 

授業で取り入れた手立てについて、「授業チェック表」と「手立て一覧表（具体例）」を基に振り返る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ④「言葉や数、式、図、表、グラフなどの数学的な表現を用いて

説明させる」とウ⑦「数学的な表現を用いて説明することができる

ように、具体例を示す」では、グループで説明させる前に、どのよ

うな言葉（キーワード）を用いて、どのように伝えればよいか説明

する時間を設定するようにしよう。 

やった！ 

今回の授業では、ふだんは、人の説明を

聞いてばかりだった生徒も、自分の言葉

で説明することができていたぞ。多くの

生徒が、キーワードを用いて、例を参考

に説明することができていたな。 

ウ④「言葉や数、式、図、表、グラフな

どの数学的な表現を用いて説明させる」

とウ⑦「数学的な表現を用いて説明する

ことができるように、具体例を示す」に

取り組んだら、生徒の姿が変わった。ウ

④とウ⑦に〇を付けよう。今後も継続し

て、この手立てに取り組んでいこう。 

手立てについて振り返る際には、手立てを取り入れたことで、生徒に期待される変容が見ら

れたのかどうか、生徒の実態を基に判断することが大切です。 

ＰＯＩＮＴ 

http://1.bp.blogspot.com/-ZqQQsOyX8Xc/VD3SYol2_aI/AAAAAAAAoTM/DFXLZg14l7E/s800/school_print_kubaru.png
http://1.bp.blogspot.com/-ZqQQsOyX8Xc/VD3SYol2_aI/AAAAAAAAoTM/DFXLZg14l7E/s800/school_print_kubaru.png
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017/01/10/1380902_0.pdf 

次は、【手立て】ウ⑤「図、式、

言葉を関連付け、簡潔・明瞭・的確

に説明させる」にも取り組もう。生

徒が、はっきり分かりやすい表現

で説明できるようになるはずだ。 

また、「授業チェック表」の自己

評価では、ウの２つ目をチェック

（■）することができたぞ。生徒の

説明する姿も確実に変わってきた

ぞ。焦らずに、この調子で段階的に

授業改善に取り組んでいこう。 
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